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	'mm'I川I川川広報かなぎ ② 

助 役角田昭次氏 

収入役鳴海義男氏 

教育長成田勝義氏 
三役決まる 
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〈
の
承
認
を
得
て
教
育
長
に
就
任

昭
和
三
十
二
年
金
木
町
職
員
に

採
用
さ
れ
、
三
十
五
年
間
に
わ
た

リ
町
職
員
と
し
て
勤
務
。
こ
の
間
 

昭
和
五
十
五
年
金
木
町
議
会
議

員
に
初
当
選
し
、
連
続
四
期
議
員

を
務
め
る
。
こ
の
間
、
監
査
委
員
、
 

津
軽
北
部
老
人
福
祉
組
合
議
会
議
 
 

れ
ず
全
力
を
尽
く
し
 

た
い
い
と
抱
負
を
語
 

役
る
。
 

助

趣
味
・
特
技
 

軟
 
「釣
り
、
野
球
、
囲
 

町
 碁
、
庭
い
じ
り
」
 

角
 

五
十
五
歳
 

員
、
総
務
企
画
常
任
委
員
長
、
副

議
長
、
文
教
厚
生
常
任
委
員
長
、
 

農
業
委
員
な
ど
を
歴
任
。
 「町
勢

発
展
と
町
の
金
庫
番
に
徹
す
る
た
 

め
に
も
誠
心
誠
意
精
 

進
し
、
微
力
を
尽
く

役

す
い
と
決
意
を
語
る
o
 

妹

趣
W
・
知
技
 

男
 
「
ス
ポ
ー
ッ
全
般
、
 

麟
 
カ
ラ
オ
ケ」

 

鳥
 
四

十
九
歳
 

昭
和
二
十
四
年
毘
沙
門
小
学
校

で
教
鞭
を
執
る
。
そ
の
後
、
四
十

二
年
間
に
わ
た
り
各
校
の
教
師
と

し
て
務
め
る
。
こ
の
間
、
十
三
小
 

消
防
団
員
と
し
て
三
十
五
年
の

永
き
に
わ
た
り
、
消
防
の
発
展
に

精
励
し
、
消
防
力
の
強
化
と
団
員

の
指
導
育
成
に
尽
力
し
た
こ
と
が

認
め
ら
れ
、
櫛
引
幸
雄
さ
ん
が
三

月
二
十
六
日
、
平
成
四
年
度
青
森
 

学
校
教
頭
、
喜
良
市
小
学
校
教
頭
、
 

毘
沙
門
小
学
校
校
長
な
ど
を
歴
任
。
 

コ
ー十

一
世
紀
に
大
き
く
棚
く
心

豊
か
で
た
く
ま
し
い
人
づ
く
り
を
 

め
ざ
す
教
育
行
政
の

推
進
を
図
る
」
。と
抱

長

負
を
語
る
o
 

「
趣
味
・
特
技
 

義
 
「音
楽
、
津
軽
凧
」
 

珊
 

」ハ
十
ニ
歳

田
 

成
 

ん
 
県消
防
功
労
表
彰
式

彊
 
で消
防
長
官
表
彰
を

哨
 
受け
ま
し
た
。
 

び
 

受
彰
し
た
櫛
引
さ

口

ん
は
 
「受
彰
は
本
当

秤
 に
あ
り
が
た
い
o
 「
」
 

鰍
 
れ
か
ら
更に
精
進
し
、
 

表

消
防
発
展
の
た
め
努
 

力
し
ま
す
。」
と
、
決
意
を
新
た
に

し
て
い
ま
し
た
。
 

ま
た
、
こ
の
日
同
じ
く
今
勝
魔

さ
ん
と
桑
田
明
さ
ん
が
青
森
県
知

事
表
彰
を
受
け
ま
し
た
。
 

、
 
去
る
三
月
二
十
二
日
、
第
百
七
十
二
回
町
議
会
臨
時
会
が
招
集

さ
れ
、
助
役
に
角
田
昭
次
氏
、
収
入
役
に
鳴
海
義
男
氏
、
教
育
委

員
に
は
成
田
勝
義
氏
、
外
崎
茂
氏
の
人
事
案
件
が
、
満
場
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
成
田
勝
義
氏
は
四
月
六
日
に
開
か
れ
た
県
教
育
委
員
会
 

し
ま
し
た
。
 

、
 

企
画
室
長
、
総
務
課
長
、
議
会
事

務
局
長
な
ど
を
歴
任
。
 「町
長
の

補
佐
役
に
徹
し
、
公
僕
精
神
を
忘
 

櫛
引
幸
雄
さ
ん
が
消
防
長
官
表
彰
 

(
 

(
 



③ 広報かなぎ川mmHHHII 

津島伊織ちゃん 	野宮結衣ちゃん 

絵やマンガを書 学校では吹奏楽 

くのが趣味。 	部に入りフルー 

最近、スーパー トを担当。 

ファミコン 「ら 絵を書くのが趣 

んま 1/2」 に 	味。 

1疑っている。 

へ
 

三
月
定
例
議
会
で
平
成
五
年
度
一
般
会
計
と

特
別
会
計

の
各
予

算
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
 

小
学
生
の
仲
良
し

結
衣
ち
ゃ
ん
と
伊
織
ち
ゃ

ん
は
、
お
小
遣
い

が
発
端
で
お
母
さ
ん
の
家
計
簿
、
更
に
は
町

の
家
計
簿
ま
で
発
展
。
 

町
の
家
計
簿

の
こ
と
を
聞
き
に
役
場
の
財
政
さ
ん
を
尋
ね
ま
し
た
。
 

   

魚
｝》
 

 

nFNp 

 

予
算
っ
て
何
だ
ろ
ーつ
 

結
衣
 
こ
ん
に
ち
は
。
町
の
予
算
の
こ
と
を
勉
強
に
来
ま
し
た
。
広
報
な

ん
か
に
予
算
や
決
算
の
こ
と
が
載
っ
て
い
る
け
ど
私
達
に
は
ち
ょ
っ
と
難

し
く
て
分
か
ら
な
い
ん
で
す
。
 

伊
織
 
私
た
ち
に
も
分
か
る
よ
う
に
教
え
て
下
さ
い
。
 

財
政
 
そ
う
か
。
何
で
も
遠
慮
な
く
聞
い
て
勉
強
し
て
ネ
。
な
る
べ
く
分

か
り
や
す
い
よ
う
に
説
明
す
る
か
ら
。
 

結
衣
 
早
速
で
す
け
ど
予
算
は
ど
う
や
っ
て
決
め
る
の
で
す
か
。
 

財
政
 
そ
う
だ
ネ
。
ま
ず
役
場
と
い
う
の
は
町
民
の
皆
さ
ん
が
安
心
し
て

暮
せ
る
よ
う
に
い
ろ
ん
な
事
業
を
し
て
い
る
ん
だ
。
例
え
ば
ガ

ン
検
診
や

赤
ち
ゃ
ん
の
健
診
、
ゴ
ミ
の
収
集
、
道
路
を
整
備
し
た
り
公
園
を
造
成
し

た
り
。
こ
の
事
業
に
一
年
間
で
ど
れ
だ
け
お
金
が
か
か
る
か
計
算
し
て
お

金
の
使
い
道
の
計
画
を
し
た
の
が
予
算
な
ん
だ
。
 

伊
織
 
へ
ー
。
も
う
使
い
道
が
決
ま
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
の
ネ
。
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用 語 町民 1 人当り納める税金 
（単位：円） 

地方交付税一地方自治体の税収が、地域の特性による格

差をなくすため、国からある一定の尺度に

よって与えられる財源 
町 	債…・多額の費用を必要とする事業を行なうため 

国、県等からの借入金 

国庫支出金・・・・町が支出する特定の経費に対して国が交付

する支出金 
県支出金ー町が支出する特定の経費に対して県が交付

する支出金 

町 	税 21,341 

固定資産税 25,131 

軽自動車税 1,092 

町たばこ 税 3,963 

計 51,527 

いん
な
に
た
」い「
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大
部
分
は
 

縄
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使用料及び手数料 
68,366 
1.7% 

その他 
124,660 
3.0% 

その他 
139,500 
3.5% 

今
年
の
予
算
の
規
模
は
昨
年
並
 

財
政
 
今
年
の
予
算
は
四
〇
億
四
〇
九
六
万
円
で
去
年
と
大
体
同
じ
規
模
 

だ
ネ
。
 

結
衣
 
で
も
こ
ん
な
に
た
く
さ
ん
の
お
金
ど
こ
か
ら
出
て
く
る
の
？

!
 

財
政
 
歳
入
に
は
大
き
く
分
け
て
自
主
財
源
と
依
存
財
源
の
二
つ
が
あ
る
 

ん
だ
。
自
主
財
源
と
い
う
の
は
、
町
が
単
独
で
調
達
で
き
る
お
金
の
こ
と
 

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
納
め
て
い
る
町
税
や
積
立
金
の
取
崩
し
、
使
用
料
 

・

手
数
料
が
こ
れ
に
当
た
る
ん
だ
。
依
存
財
源
は
国
や
県
か
ら
も
ら
っ
た

り
借
り
た
り
す
る
お
金
の
こ
と
で
、
地
方
交
付
税
や
国
庫
支
出
金

・
県
支

出
金
、
町
債
な
ど
が
こ
れ
に
当
た
る
ん
だ
。
グ
ラ
フ
で
見
れ
ば
分
か
り
や

す
い
よ
。
町
で
調
達
で
き
る
お
金
は

一
〇
億
六
、
五
九
四
万
円
し
か
な
く

残
り
は
国
や
県
か
ら
く
る
お
金
に
頼
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
ね
。
 

町
に
も
借
金
は
あ
る
？
 

伊
織
 
町
で
も
お
金
を
借
り
た
り
す
る
の
。
 

財
政
 
そ
う
。
町
に
も
預
金
も
あ
れ
ば
借
金
も
あ
る
ん
だ
。
予
算
は
毎
年

大
体
決
ま
っ
て
い
る
か
ら
、
学
校
を
建
設
し
た
り
、
公
園
を
整
備
し
た
り

す
る
大
き
な
事
業
で

一
年
間
の
子
算
で
ま
か
な
え
な
い
も
の
は
お
金
を
借

り
て
何
年
か
で
返
し
て
い
く
ん
だ
。

つ
ま
り
ロ
ー
ン
を
組
む
よ
う
な
も
の

な
ん
だ
。
歳
出
の
中
に
も
公
債
費
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
借
り
た
お
金
の

返
済
の
こ
と
な
ん
だ
よ
。
 

伊
織
 
役
場
も
な
か
な
か
苦
し
い
ん
だ
。
 

歳
出
は
、
民
生
費
、
総
務
費
、
教
育
費
の
順
 

財
政
 
そ
う
な
ん
だ
。
限
ら
れ
た
範
囲
で
や
り
く
り
す
る
の
は
大
変
だ
け

ど
こ
れ
が
僕
の
仕
事
な
ん
だ
よ
。
今
度
は
、
こ
の
入
っ
て
き
た
お
金
を
何

に
使
う
か
割
り
振
り
し
た
歳
出
の
説
明
を
し
よ
う
。
歳
出
の
内
訳
は
グ
ラ

フ
で
も
分
か
る
と
お
り
民
生
費
六
億
二
七
〇
〇
万
四
千
円
を
は
じ
め
総
務

費
、
教
育
費
、
衛
生
費
の
順
に
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
 

結
衣
 
な
ん
か
億
っ
て
い
う
金
額
想
像
も
つ
か
な
い
わ
。
宝
ク
ジ
じ
ゃ
な

い
ん
だ
し
。
 

町
民
一
人
当
り
に
三
一
三
、
九
ハ
二
円
 

財
政
 
そ
う
か
。
じ
ゃ
あ
町
民

一
人
当
り
に
し
て
計
算
し
て
み
よ
う
か
。
 

平
成
五
年
三
月
末
現
在
の
人
ロ
が
二
一
、
八
七
〇
人
だ
か
ら
こ
れ
で
割
る

と
町
民

一
人
当
り
に
三
一
三
、
九
八
二
円
使
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
ん
だ
。
 

伊
織
 
一
人
当
り
に
こ
ん
な
に
使
わ
れ
て
い
る
の
。
知
ら
な
か
っ
た
わ
。
 

財
政
 
平
成
五
年
度
の
予
算
の
特
徴
は
、
昨
年
度
に
比
べ
民
生
費
と
衛
生

費
が
多
く
な
っ
て
る
ん
だ
。
こ
れ
は
障
害
者
や
老
人
の
皆
さ
ん
が
施
設
に
 

(
 



総務費 

交通安全対策事業 	2,500 

除籍、改製原戸籍再整事業 4,500 

民生費 

福祉安心電話事業 	1,320 

衛生費 

霊園整備事業 	 5,315 

超音波診断装置事業 	1,030 

ー般廃棄物最終処分場建設事業 

35,900 

嘉瀬処分場電気設置事業 1,000 

農林水産業費 

畑作振興対策事業 	79,150 

いきいきむらづくり特別対策事業 

7,107 

土地改良事業 	 16,899 

農村総合整備モデル事業 57,296 

広域農道整備事業 	14,665 

団体営農道整備事業 	30,402 

商工費 

公園施設整備事業 	6,000 

水環境整備事業 	 26,870 

土木費 

道路台帳整備事業 	4,500 

防雪柵設置事業 	 3,500 

地方道改修事業 	 71,124 

道路新設改良費 	 52,100 

住宅建設事業 	 82,366 

消防費 

消防施設整備事業 	48,016 

教育費 

川倉小学校建設事業 170,673 

運動公園整備事業 	54,747 

1,320 

入
る
た
め
の
事
業
が
新
し
く
増
え
た
こ
と
や
、
ゴ
ミ
処
分
場
建
設
の
計
画

な
ど
に
使
わ
れ
る
お
金
が
多
く
な
っ
た
か
ら
な
ん
だ
。
反
対
に
、
総
務
費

と
教
育
費
が
減
っ
て
い
る
の
は
公
園
整
備
や
学
校
建
設
等
の
事
業
が
終
わ

っ
た
か
ら
今
年
は
そ
の
分
少
な
く
な
っ
て
い
る
ん
だ
。
 

結
衣
 
へ
ー
。
毎
年
同
じ
よ
う
に
使
わ
れ

て
い
る
ん
じ
ゃ
な
い
ん
だ
o
 

財
政
 
そ
う
。
今
年
は
建
設
的
な
も
の
よ
り
、

い
わ
ゆ
る
高
齢
化
社
会
に

対
応
す
る
福
祉
の
充
実
や
環
境
問
題
の
改
善
、
地
域
医
療
等
に
対
す
る
負

担
が
大
き
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
な
ん
だ
。
今
ま
で
の
は
一
般
会
計

だ
け
ど
こ
の
他
に
は
特
別
会
計
と
い
う
の
が
あ
っ
て
表
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
よ
。
 

一
般
会
計
の
ほ
か
に
特
別
会
計
も
あ
る
 

伊
織
 
何
な
の
そ
の
特
別
会
計
っ
て
。
 

財
政
 
特
別
会
計
に
は
国
民
健
康
保
険
や
老
人
保
健
、
水
道
事
業
な
ん
か

が
あ
る
け
ど
例
え
ば
、
水
道
を
使
う
に
は
水
道
料
金
を
払
わ
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
だ
ろ
う
。
水
道
料
金
を
徴
収
し
て
そ
の
お
金
で
事
業

（
ポ
ン
プ
を

動
か
す
電
気
代
や
配
水
管
の
修
理
な
ど

）
を
ま
か
な
う
こ
と
な
ん
だ
o

ま
、
 

一
つ
の
会
社
み
た
い
な
も
ん
だ
ネ
。
 

結
衣
 
何
だ
か
い
っ
ぱ
い
あ
り
す
ぎ
て
覚
え
き
れ
な
い
や
。
家

へ
帰
っ
て

少
し
復
習
し
て
み
よ
う
。
 

伊
織
 
今
日
は
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
 

財
政
 
わ
か
ん
な
い
事
が
あ
っ
た
ら
い
つ
で
も
聞
き
に
来
て
ネ
o
 

（
廿5
31
2

1
1
1

内
2
8

4
番
）
 

」
り
に

こ
ん
 
／
 

《
 
な
に使
わ
れ
 
ノ
 

（
 
て
いる
な
ん
て
、
 

ノ
 
私

た
ち
も
節

約
 

／
 
ン
な

苦
】
や
 

し
な
き
ゃ
 

商工費 
128,730 

3.2% 

衛生費 
532,432 
13.2% 

広報かなぎ~川川mm"I 

今年はこんな仕事をします 

片キ 口H A, 
イ可 刀リ ム 

国民健康保険特別会計 

1,139,693千円 

老 人保健特別会計 

819,665千円 

農業集落排水事業特別会計 

281千円 

水 道 事 業 会 計 

180,145千円 

町民 人当りに使われるお金 
（単位：円） 

民 生 費 48,718 農林水産業費 29,432 

総 務 費 43,142 土 木 費 25,920 

教 育 費 41,940 消 防 費 25,698 

衛 生 費 41,370 商 工 費 1 0, 002 

公 債 費 40,059 そ の f也 7, 70 1 

計 313,982 

・

十
・
・

三
一口
 

へ
 



※
褒
賞
規
則
 

第
三
条
第
五
号
 

町
の
職
員
そ
の
他
こ
れ
に
準
ず
 

る
も
の
で
あ
っ
て
二
十
年
以
上
在
 

職
し
、
誠
実
に
職
務
に
精
励
し
た
 

者
 

第
四
条
第

一
号
 

教
育
、
学
術
、
芸
術
お
よ
び
体
 

育
等
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
、
そ
 

の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
者
 

第
四
条
第
三
号
 

産
業
、
経
済
、
土
木
お
よ
び
交
 

通
等
の
振
興
発
達
に
貢
献
し
、
そ

の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た
者
 

第
四
条
第
四
号
 

社
会
の
福
祉
、
民
生
の
安
定
な

ら
び
に
保
健
衛
生
の
向
上
に
寄
与

し
、
そ
の
功
績
が
特
に
す
ぐ
れ
た

者
 

第
四
条
第
五
号
 

貯
蓄
、
納
税
、
消
防
お
よ
び
統

計
に
つ
い
て
著
し
く
貢
献
し
、
ま

た
は
す
ぐ
れ
た
成
績
を
あ
げ
た
者
 

町
の
政
治
、
経
済
、
文
化
、
社

会
、
そ
の
他
各
分
野
に
わ
た
っ
て

活
躍
し
、
広
く
町
民
の
模
範
と
な

る
個
人
や
団
体
に
贈
ら
れ
る
 
「金

木
町
褒
賞
」
の
授
与
式
が
三
月
一
一

十
三
日
、
役
場
会
議
室
で
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

授
与
式
は
、
自
治
功
労
、
特
別

功
労
合
わ
せ
て
四
団
体
五
十
四
人

に
田
中
町
長
か
ら
褒
賞
状
が

一
人

一
人
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。
 

こ
の
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

阿
部
定

一
さ
ん
が
「
本
日
の
受
賞
 
 を

契
機
に
、
今
後
更
に
町
発
展
の
 

た
め
微
力
な
が
ら
尽
力
い
た
し
ま
 

す
い
と
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。
 

受
賞
者
は
次
の
と
お
り
。
 

⑥
自
治
功
労
褒
賞
 

一
 
褒
賞
規
則
第
三
条
第
五
号
 

山
崎
 
紘
一
一
 

（
町役
場
永
年
勤
続
）
 

昭
二

（
同
）
 

堅
治

（
同
）
 

務
（
同
）
 

良
逸

（
同
）
 

守
（
同
）
 

力
郎

（
同
）
 

小
田
桐
久

一
 （
同
）
 

伊
藤
 

忠
（
同
）
 

工
藤
 
金
蔵

（
同
）
 

沢
田
 
久
子
（
同
）
 

白
川
 
敬
（
同

）
 

山
田
伊
津
子

（
同
）
 

山
田
 
恵
子
（
同
）
 

秋
田
 
千
幸

（
同
）
 

外
崎
 
啓
子
（
同
）
 

成
田
真
理
子
（
同
）
 

今
 
ひ
と
み

（
同
）
 

伊
藤
 
貞
子
（
同
）
 

古
川
 
絹
子

（
同
）
 
 

三
上
 
玲
子
 

（
金
木病
院
永
年
勤
続
）
 

泉
谷
ぬ
い
子

（
同
）
 

大
川
久
美
子

（
同
）
 

今
 
花

子

（
同
）
 

田
中
 
弘
子

（
同
）
 

竹
内
 
和
子

（
同
）
 

原
田
 
え
み

（
同
）
 

⑥
特
別
功
労
褒
賞
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第

一
号
 

小
山
内
 
等
 

（
職
業訓
練
指
導
の
功
労
）
 

嘉
瀬
野
球
協
会
 

（
野球
指
導
及
び
青
少
年
教
育
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
三
号
 

原
田
 
僚
 

（
り
ん
ご栽
培
研
究

・
振
興
）
 

荒
関
 
正
一
 

（
金
木農
協
永
年
勤
続
）
 

中
村
リ
ツ
エ

（
同
）
 

成
田
 
義
道
 

（
嘉
瀬農
協
役
員
の
功
労
）
 

須
崎
 
寛

1
1
1
 

（
嘉
瀬農
協
永
年
勤
続
）
 

木
立
 
ヒ
サ

（
同
）
 

山
中
 
則

（
同
）
 

津
島
 
幸
雄
 
 

（商
工
会
役
員
の
功
労
）
 

斉
藤
 
義
信

（
同
）
 

田
中
 

一
雄
 

（
商工
会
永
年
勤
続
）
 

白
川
 
柾
弘
 

（
町
内
事業
所
永
年
勤
続
）
 

長
内
 
正
光

（
同
）
 

板
谷
 
幸

】
 （
同
）
 

伊
南
 
せ
つ
（
同
）
 

田
中
 
豊
忠

（
同
）
 

松
田
 

豊
 

（
土
地
改良
区
永
年
勤
続
）
 

西
村
 
鉄
夫
 

（
安
全協
会
役
員
の
功
労
）
 

鳴
海
 

栄
（
同
）
 

金
木
地
区
交
通
安
全
協
会
 

金
木
支
部
婦
人
部
 

（
交
通安
全
事
業
貢
献
団
体
）
 
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
四
号
 

鳴
海
 
昭
治
 （

保護
司
の
功
労
）
 

阿
部
 
定
一
 
（
同
）
 

葛
西
 
俊
郎
 

（
献
血
三
十
回
以
上
）
 

石
川
 
孝
弘

（
同
）
 

伊
丸
岡
智
里

（
同
）
 

山
中
 

均

（
同
）
 

沢
田
 
ア
イ
 

（
保健
協
力
貝
の
功
労
）
 

褒
賞
規
則
第
四
条
第
五
号

秋
元
 
年
一
 

（
消
防団
永
年
勤
続
）
 

浦
町
納
税
貯
蓄
組
合
 

（
組合
結
成
二
十
六
年
）
 

上
中
柏
木
納
税
貯
蓄
組
合
 

（
組合
結
成
二
十
四
年
）
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平
成
四年
度
金
木
町

褒
賞
 

四
団
体
五
十

四
人
 

畑沢成斉宮木
中 田 田 藤崎田 

(
 

(
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三
月
に
入
っ
て
か
ら
ポ
ツ
リ

ポ
ツ
リ
と
嘉
瀬
の
清
久
溜
池
を

訪
れ
羽
を
休
め
て
い
た
白
鳥
が
、
 

中
旬
頃
に
は
五
十
羽
を
超
す
ほ

ど
に
な
り
近
所
の
子
ど
も
た
ち

に
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
し
た
。
 

こ
の
清
久
溜
池
に
白
鳥
が
来

た
の
は
初
め
て
で
、
異
常
気
象

で
異
変
が
起
き
た
の
で
は
と
心

配
す
る
方
も
あ
り
ま
し
た
が
、
 

子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び
で
、「来

年
も
来
て
ね
い
と
エ
サ
を
与
え

て
い
ま
し
た
。
 

冬の使者がひと休み 

嘉瀬清久溜池 

この白鳥たち来年も来るのかな 

一
生
懸
命
頑
張
り
ま
し
た
 

ス
ポ
 
ツ
賞
・
子
ど
も
会
高
校
生
リ
ー
ダ
ー
 

ー 今古津鳴 白 中吉原千棟鈴古斎 
ー 川 島海川 村崎田葉方木川 藤 

スポーツ賞、感謝状を受けた方々 

平
成
四
年
度
の
金
木
町
ス
ポ

ー
 

ッ
賞
授
与
式
並
び
に
子
ど
も
会
高

校
生
リ
ー
ダ
ー
感
謝
状
贈
呈
式
が

三
月
十
二
日
、
中
央
公
民
館
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
 

授
与
に
先
立
ち
、
田
中
町
長
が
 

「
ス
ポ
ー
ツ
で
鍛
え
た
何
事
に
も

負
け
な
い
と
い
う
精
神
で
、
今
後

更
に
精
進
し
て
、
上
を
目
指
し
て

頑
張
っ
て
下
さ
い
い
と
あ
い
さ
つ
。
 

こ
の
後
、
受
賞
者
一
人

一
人
に
表

彰
状
の
授
与
と
記
念
の
メ
ダ
ル
を

首
に
掛
け
て
い
ま
し
た
。
 

⑥
金
木
町
ス
ポ

ー
ツ
賞
受
賞
者

田
中
 
孝
章

（
武
道
）
 

田
中
 
誠
純

（
柔
道
）
 

長
尾
 

潤

（
陸
上
）
 

菅
原
 
浩

（
陸
上
）
 

田
中
 
和
幸

（
陸
上
）
 

白
川
 
裕
晃

（
陸上
）
 

西
村
 
公
憲

（
相
撲
）
 

伊
藤
 
公
寿

（
相撲
）
 

渋
谷
 
和
樹

（
相
撲
）
 

小
野
 
貴
史

（
相
撲
）
 

今
 
ひ
と
み

（
ス
ギー
）
 

鳴
海
 
英
雄

（
ス
キー
）
 

伊
藤
 
健
治

（
相
撲
）
 
 

津
島
 
章
実

（
ウ
エイ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
）
 

荒
関
 
龍
栄

（
少
林寺
拳
法
）
 

田
中
 
幸
彦

（
少
林寺
拳
法
）
 

大
橋
か
お
り

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

白
川
 
澄
子

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

黒
川
麻
衣
子
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

沢
田
 
美
鈴

（
ソ
フ
ト
ポ
ー
ル
）
 

鎌
田
 
育
代

（
ソ
フ
ト
ボー
ル
）
 

吉
崎
 
直
子

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

蒔
田
 
正
信

（
相
撲
）
 

木
田
 
敏
彦

（
ウ
エイ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
）
 

純
也

（
少林
寺
拳
法
）
 

政
臣

（
少林
寺
拳
法
）
 

靖
人

（
少
林寺
拳
法
）
 

孝
雄

（
相
撲
）
 

行
誠

（
相
撲
）
 

治

（
相
撲
）
 

聖
志

（
ス
ギ
ー
）
 

浩
二

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

優
雅
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

貴
雄
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

明
宏

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

淳

一
 
（
ソフ
ト
ボ
ー
ル
）
 

巧
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

(
  

沢
田
 
憲
男
（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
）
 

沢
田
 
明
伸
（
相
撲
）
 

古
川
 
純
一
 （
ス
キー
）
 

工
藤
  
勇
蔵

（
銃剣
道
）
 

加
藤
  
光
昭

（
砲
丸投
げ
）
 

徳
田
 
正
博

（
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
 

げ
）
 

福
山
 
和
人
  
（
ウ
エイ
ト
リ
フ
テ
 

ィ
ン
グ
）
 

葛
西
 
健
（
ハ
ン

マ
ー
投
げ
）
 

宮
崎
 
堅
治

（
軟式
野
球
）
 

川
口
 
哲

（
軟式
野
球
）
 

小
山
内
洋
一
 
（
軟
式野
球
）
 

中
谷
 
金
義

（
軟式
野
球
）
 

中
谷
大
佳
宏

（
軟式
野
球
）
 

近
村
 
明
彦
（
軟
式
野
球
）
 

鳴
海
 
隆
弘

（
軟式
野
球
）
 
 

阿
部
 

一
博
（
軟式
野
球
）
 

川
口
 
均

（
軟
式
野球
）
 

斉
藤
 
和
弘

（
軟
式
野
球
）
 

加
賀
谷
 
尚

（
軟
式
野球
）
 

近
村
 
則
彦

（
軟
式
野球
）
 

石
戸
谷
貞
助
（
軟
式
野
球
）
 

渋
谷
 
明
人

（
軟式
野
球
）
 

白
川
 
昌
利

（
軟
式
野
球
）
 

白
川
 
勝
信
（
相
撲
指
導
者
）
 

沢
田
 
修
治

（
相
撲
指導
者
）
 

工
藤
 
弘
美

（
相
撲
指
導
者
）
 

＠
金
木
町
子
ど
も
会
 

高
校
生
リ
ー
ダ
ー
表
彰
者

米
谷
 
勇
気

（
金
 
木
）
 

泉
谷
 
佳
輝

（川
 
倉
）
 

角
田
 
潤
子
（
金
 
木
）
 

鈴
木
 
康
人

（
喜良
市
）
 


